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概要
物語言説論における距離とは，語りと出来事の関

係を捉えるための基本的な概念であり，ミメーシス
とディエゲーシスからなる．距離は物語言説論にお
いてそのほかの分析項目に包含される傾向にあり，
物語言説論を小説以外の物語を持つ言語メディアへ
拡張する上で，理論の整理と分析器が課題である．
そこで，本研究では，戯曲台本における距離を，演
出層と受容層の 2つの層に分割し，GPT-5，GPT-5.1，
GPT-5.2を使用し，0から 2のラベリングによる距離
の分析を行った．結果として，ミメーシス性につい
ては一定程度の分析が可能であるが，ディエゲーシ
ス性については分析において課題が残ることが明ら
かとなった．

1 はじめに
ジュネットは [1]，物語内容と物語言説を区別し，
語りが物語内容をどのような媒介性をもって提示す
るかを分析した．近年では，LLM を用いた物語言
説分析を行う研究も試みられている [2, 3]．
その中で提示される「距離」の概念は，出来事が

どの程度直接的に示されているか（ミメーシス性），
あるいは語りとして提示されているか（ディエゲー
シス性）という，語りの様式に関わる指標である．
先行研究 [4]では，小説における距離について LLM
を用いつつ人手評価により求めている．
ジュネットの枠組みにおける距離は，主として小

説などの物語を対象としており，読者が物語世界に
どの程度直接的に接しているかを測る概念として
機能している．ミメーシス性が高い場合，出来事は
台詞や行為の再現を通じて示され，読者はそれを直
接的な出来事として受け取る．そのため，ミメーシ
ス性の最たる事例として，劇作における模倣を提示
している．一方，ディエゲーシス性が高い場合，出

来事は要約，説明，評価といった語りを通じて提示
され，読者は出来事そのものよりも語りの媒介を強
く意識することになる．しかし，人間の物語理解で
は，劇や戯曲においても，説明的に働く演技はディ
エゲーシスであると理解できる．したがって，メ
ディアに合わせた距離の分析を行う必要がある．
しかし，この距離概念を戯曲の台本にそのまま適
用することには困難である．戯曲台本は，最終的な
受け手である観客に直接提示されるテクストでは
なく，俳優・演出家・舞台技術者による上演を前提
とした中間的なテクストであるからである．戯曲に
おいて，観客が接するのは台本そのものではなく，
台本をもとに構成された舞台上の出来事である．こ
の点において，戯曲台本は物語論で想定されてきた
「語り手―読者」という一層構造ではなく，少なく
とも「語り手―演者―読者」という二段階の媒介過
程を含んでいると考えられる．
本研究では，この構造的差異に着目し，ジュネッ
トにおける距離概念を再定義した上で，戯曲台本分
析へと拡張する．ジュネットの物語言説論における
距離概念を，戯曲台本という表現形式に適合するよ
う再定義し，演出層と受容層という二層構造のもと
でミメーシス性とディエゲーシス性を捉える．本研
究における距離とは，台本の言語表現が舞台上の行
為や状況として成立するまでに，どの程度の解釈，
翻訳，補完を必要とするか，成立した行為や状況を
行動として受容するか，語りとして受容するかを分
析する概念である．すなわち，距離は読者や観客の
主観的体験を直接測るものではなく，テクストが出
来事として成立するまでのメディアの変遷を記述す
るための指標である．演出層と受容層は排他的な二
分法ではなく，同一の台本表現において異なる層で
異なる強度を持ちうる連続的な性質である．この二
層距離モデルに基づき，戯曲台本中のテキストを定
量的に評価するための指標と分析方法を提案する．
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2 提案手法
2.1 本研究における距離の再定義
本研究では距離を二つの層に分けて捉える．第一

は，台本をもとに上演を生成する側に関わる層であ
り，これを演出層と定義する．演出層においては，
台詞やト書きが俳優の発話や身体行為，舞台空間や
時間構成として成立するために，どのような解釈や
具体化が必要かが問題となる．発話としてそのまま
実行可能な表現は演出層においてミメーシス性が
高い．一方，心理状態の説明，不在の出来事や人物
の叙述，象徴的な情景記述，あるいは演出に関する
指示は，舞台行為や舞台設定へ変換するための解釈
を要し，演出層において高いディエゲーシス性を持
つ．ただし，不在の出来事が語られている場合で
あっても，俳優がそれを実際に起きたものとして内
部的に再構成し，身体や声に反映させる必要がある
ときには，演出層においてミメーシス性が同時に高
くなりうる．
第二は，舞台上に提示されたものを体験・理解す

る観客に関わる層であり，これを受容層と定義す
る．受容層においては，観客が提示された内容を
「いま，ここで起きている出来事」として直接知覚・
体験する場合，ミメーシス性が高い．これには，舞
台上で実際に見える動作，聞こえる音，空間の変化
などが含まれる．一方，観客が内容を物語の背景，
状況説明，意味づけされた情景として理解し，出来
事というよりも語りとして処理する場合，受容層に
おけるディエゲーシス性は高くなる．静的な情景描
写や過去の出来事への参照表現は，受容層において
語り的理解を促す典型的な要素である．
この 2つの層における距離をそれぞれ求めること

で，戯曲台本としての距離を求める．

2.2 実験設定

2.2.1 使用データとアノテーション
青空文庫にて公開されている芥川龍之介によっ

て書かれた戯曲の台本のうち，新字新仮名で書かれ
ている「浅草公園或シナリオ」，「青年と死」，「二人
小町」，「三つの宝」の 4作品を対象とした．4作品
から 493行が得られ，そのうちの 50行をランダム
に抽出し分析対象とした．その後，それぞれに対し
て，演出層ミメーシス，演出層ディエゲーシス，受

表 1 データの分布
0 1 2

演出層ミメーシス 2 7 41
演出層ディエゲーシス 3 19 28
受容層ミメーシス 1 8 41
受容層ディエゲーシス 22 16 12

表 2 3つのモデルにおける正解率と平均二乗誤差
GPT-5 GPT-5.1 GPT-5.2

正解率 0.640 0.615 0.660
MSE 0.435 0.505 0.505

容層ミメーシス，受容層ディエゲーシスについて，
0から 2までをそれぞれアノテーションを行った．
アノテーションによって割り振られたラベルを 1に
示す．

2.2.2 実験に用いた大規模言語モデル
実験には，gpt-5-2025-08-07 (GPT-5)，gpt-5.1-2025-

11-13 (GPT-5.1)，gpt-5.2-2025-12-11 (GPT-5.2)を用い
た．分析は，演出層ミメーシス，演出層ディエゲー
シス，受容層ミメーシス，受容層ディエゲーシスに
ついて，0から 2までで評価するようにタスクを与
え，距離の分析を行った．

3 結果
表 2 に各モデルでの正解率と平均二乗誤差を示
す．また，表 3 に GPT-5，表 4 に GPT-5.1，表 5 に
GPT-5.2における各 4項目での詳細な正解率と平均
二乗誤差を示す．

4 考察
本研究の結果から，大規模言語モデルは戯曲台本
における距離のうち，ミメーシス性については比較
的安定して推定できる一方で，ディエゲーシス性の
推定には課題が残ることが明らかになった．
まず，演出層・受容層のいずれにおいてもミメー
シス性の正解率が高い点は，LLMが台詞や具体的行
為表現を「実行可能な出来事」として捉える能力を
有していることを示唆している．特に演出層ミメー
シスおよび受容層ミメーシスでは，全モデルで 0.76
以上の正解率が得られており，台本中の直接的な発
話や舞台上で可視化されやすい行為表現について
は，自動分析が一定程度可能であると考えられる．
一方で，ディエゲーシス性については，演出層・

受容層ともに正解率が低く，平均二乗誤差も高い傾
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表 3 GPT-5の各観点ごとの正解率と平均二乗誤差
正解率 MSE

演出層ミメーシス 0.820 0.300
演出層ディエゲーシス 0.420 0.640
受容層ミメーシス 0.800 0.260
受容層ディエゲーシス 0.520 0.540

表 4 GPT-5.1の各観点ごとの正解率と平均二乗誤差
正解率 MSE

演出層ミメーシス 0.800 0.320
演出層ディエゲーシス 0.580 0.660
受容層ミメーシス 0.760 0.300
受容層ディエゲーシス 0.320 0.740

向が確認された．この要因として，第一にディエ
ゲーシスが本質的に解釈依存性の高い概念であるこ
とが挙げられる．心理状態の説明や象徴的表現，不
在の出来事の言及は，舞台化や観客理解の過程にお
いて複数の解釈可能性を持つため，単一行テキスト
から一意に距離を推定することが困難である．
第二に，本研究で採用したラベリングが行単位で

行われている点も影響していると考えられる．戯曲
におけるディエゲーシス性は，前後の文脈や舞台全
体の構造との関係によって顕在化する場合が多く，
単独の行のみを入力とした場合，LLMが十分な物
語的背景を把握できない可能性がある．これは，特
に受容層ディエゲーシスにおいて正解率が低下した
要因の一つと考えられる．
また，モデル間の比較では，GPT-5.2が全体正解

率において最も高い値を示したものの，ディエゲー
シス性に関する誤差は依然として大きく，モデル性
能の向上のみでは本問題が解決されないことが示唆
される．これは，本研究で再定義した距離概念が，
言語表層だけでなく，上演生成や受容というメディ
ア変換過程を含意しているためであり，純粋なテ
キスト理解タスクとは異なる難しさを持つためで
ある．
以上より，本研究で提案した二層距離モデルは，

戯曲台本に特有の距離の非対称性を記述する枠組み
として有効である一方，ディエゲーシス性の自動分
析には，文脈情報の拡張やマルチモーダル情報（上
演映像，演出ノート等）との統合が今後の課題とし
て残されていると言える．

表 5 GPT-5.2の各観点ごとの正解率と平均二乗誤差
正解率 MSE

演出層ミメーシス 0.840 0.320
演出層ディエゲーシス 0.620 0.660
受容層ミメーシス 0.780 0.300
受容層ディエゲーシス 0.400 0.740

5 おわりに
本研究は，戯曲台本を物語テクストや指示書では
なく，出来事生成を内包する言語メディアとして捉
え直す試みである．ミメーシス性とディエゲーシス
性を二層構造のもとで記述する本枠組みは，自然言
語処理として物語言説論において戯曲台本を対象と
した，新たな分析視点を提供するものである．
本研究では距離を，台本の言語表現が舞台上の行
為や状況として成立するまでに必要とされる解釈・
翻訳・補完の度合いとして再定義し，これを演出層
と受容層の二層に分けて捉えた．演出層では，台詞
やト書きが俳優の演技や舞台構成として成立するた
めに要求される解釈の量を，受容層では，観客が提
示された内容を出来事として体験するか，あるいは
語りや背景として理解するかを評価した．この二層
構造により，同一の台本表現が，上演生成の側では
高いディエゲーシス性を持ちつつ，舞台上では高い
ミメーシス性として受容されるといった，戯曲特有
の距離の非対称性を記述可能となった．
さらに本研究では，この再定義に基づき，演出層
ミメーシス，演出層ディエゲーシス，受容層ミメー
シス，受容層ディエゲーシスの 4項目を独立に評価
する枠組みを提示し，大規模言語モデルによる戯曲
台本の距離分析を試みた．その結果，台本中の発
話，情景記述，演出指示といった異なるタイプのテ
キストに対して，距離の層構造を一定程度自動的に
推定できる可能性が示唆された．一方で，ディエ
ゲーシス性については，すべてのモデルにおいて演
出層と受容層の両方で，ミメーシス性と比較して悪
い結果となった．
今後の課題としては，第一に，上演映像や演出記
録との対応づけを通じて，台本上の距離評価と実際
の舞台上での受容との関係を検証することが挙げら
れる．第二に，アノテーションの多人数化やジャン
ル・時代の拡張により，距離評価の再現性と汎用性
を高める必要がある．
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A 付録
プロンプト 1:タスク指示
戯曲の台本が舞台上で出来事として成立する際の「距離」を分析してください．以下に与えられるテキ
ストは，戯曲台本の一部であり，台詞，ト書き，あるいは舞台指示が 1行分記述されます．
この分析における距離とは，ジュネットによる物語言説論における距離を，再定義し戯曲の台本に拡張
したものです．本分析における再定義では，距離は台本の言語表現が舞台上の行為や状況として成立
するまでに，どの程度の解釈，翻訳，補完を必要とするかを指します．戯曲の台本であるため，距離
は単一ではなく，必ず二つの層に分けて考える必要があります．第一は，台本をもとに上演を生成す
る側，すなわち俳優・演出家・舞台技術者に関わる演出層です．第二は，舞台上に提示されたものを
体験・理解する観客に関わる受容層です．
演出層においては，テキストが舞台行為として実行するにあたって，テキストからどのような解釈が必
要であるかを評価する．発話としてそのまま実行でき，舞台行為について解釈を必要とする場合，演
出層におけるミメーシスは高い．一方，心理状態の説明，不在の出来事や人物の叙述，象徴的な情景
記述など，舞台設定へ変換するために解釈が必要な場合，演出層におけるディエゲーシスは高くなる．
ただし，これらの場合でも，俳優がその出来事を実際に起きたものとして内部的に再構成し，身体や
声に反映させる必要があるときには，演出層におけるミメーシスが高くなりうる．
受容層においては，観客が台本において提示される内容をどのように受け取るかを評価する．観客が
内容を「いま，ここで起きている出来事」として直接知覚・体験する場合，受容層におけるミメーシ
スは高い．これには，舞台上で実際に見える動作，聞こえる音，空間の変化などが含まれる．一方，
観客が内容を物語の背景，状況説明，意味づけされた情景として理解し，出来事というよりも語りと
して処理する場合，受容層におけるディエゲーシスは高い．静的な情景描写や，過去の出来事に対す
る参照表現は，観客に語り的理解を促す要素である．
各層におけるミメーシスおよびディエゲーシスは，互いに排他的ではなく，同時に高くなることがあ
る．そのため，それぞれを 0から 3の整数値で評価します．0はその性質がほとんど観測されないこ
とを示し，1は弱く存在すること，2は明確に機能していることを示します．したがって，一つのテキ
ストに対して，演出層ミメーシス，演出層ディエゲーシス，受容層ミメーシス，受容層ディエゲーシ
スの四つについて分析してください．
評価にあたっては，テキストが具体的な行為を指示しているか，翻訳や解釈をどの程度必要とするか，
不在の出来事や人物を参照しているか，俳優が内部的に出来事を模倣する必要があるか，観客が直接
知覚できる要素があるか，またそれが物語的背景や象徴として理解されやすいかといった点を総合的
に考慮してください．
以上を踏まえ，与えられた戯曲台本のテキストについて，演出層ミメーシス，演出層ディエゲーシス，
受容層ミメーシス，受容層ディエゲーシスの四項目を，それぞれ 0から 2で評価し，その判断に至っ
た理由を簡潔に説明してください．
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